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ディズニープリンセス映画にみるジェンダー表現の変容
―プリンセスの作動性に注目した量的分析

１）

―

上　瀬　由美子＊１ ・ 佐々木　優　子＊２

The transition of gender role portrayed  
in Disney Princess movies

：quantitative analysis focusing on agency of princesses

KAMISE Yumiko and SASAKI Yuko

Abstract
　This study examines gender roles portrayed by princess characters  in Disney movies,  focusing on their agency. The 
behavior of 12 princess characters in 11 Disney movies are analyzed on the basis of the following: the amount of talking 
time, the amount of aggressive behavior, the amount of helping behavior, and the amount of time spent with the prince. 
The results suggest that princess characters differ  in their agency and association with their prince. Although princess 
movies portray some stereotypical representations of gender, the female roles have changed over time in the Disney Prin-
cess line.
［Keywords］  Disney characters, sex role in motion pictures, gender stereotype, agency

問題
ディズニープリンセス
　ディズニー長編映画には、1937年の「白雪姫」（Snow White and the Seven Dwarfs）以来、多くのプリンセス（お姫
様）が登場してきた。2000年、ディズニーは ８ つのプリンセスキャラクターを Disney Princess line（日本ではプリンセ
スシリーズ）と銘打ち、少女向けのライフスタイルブランドとして商品化を始めた。売り上げは直後の2001年に 3 億ド
ルを超え、2005年には30億ドルとなり、2009年には40億ドル、その後も世界中で展開するブランドとして拡大している

（The Walt Disney Company, 2005; Orenstein, 2006; 2011）。2006年時点でディズニープリンセスの商品アイテム数は 2
万 5 千を超えている（Orenstein, 2006）。The Walt Disney Company のホームページによれば、ディズニーの公式プリ
ンセスは、2015年11月時点で以下の11キャラクターである：白雪姫、シンデレラ、オーロラ姫（眠れる森の美女）、アリ
エル（リトル ・ マーメイド）、ベル（美女と野獣）、ジャスミン（アラジン）、ポカホンタス、ファ ・ ムーラン（ムーラ
ン）、ティアナ（プリンセスと魔法のキス）、ラプンツェル（塔の上のラプンツェル）、メリダ（メリダとおそろしの森）。
日本のディズニーストアでも、数多くのディズニープリンセス商品が販売されている

２）

。
　ディズニープリンセスについては、その人気の反面、商品化され消費と結びついた形のジェンダーステレオタイプ、
すなわち「女の子らしさ」が常に提示されていることが批判の対象となってきた（England,  et al.,  2011;  Giroux,  1997; 
Lacroix, 2004; McRobbie, 200８）。プリンセスシリーズの登場により少女やその親たちに、ディズニープリンセスはさら
に大きな影響を与えるようになったと考えられる（Orenstein, 2011）。
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メディアにおけるジェンダーステレオタイプ
　ジェンダーステレオタイプは、人間を男女という性別カテゴリーに分類した際に、それぞれの性別に含まれる人が多
くもっているとイメージされている特徴である。ジェンターステレオタイプには多様な内容が含まれているが、男性的
特性の核として作動性（agency）、女性的特性の核として共同性（communion）があると指摘されている（例えば Eagly 
& Steffen, 19８4; Willams & Best, 19８2）。ここで作動性とは自己主張や自己達成あるいは支配への傾向を示す概念で、活
動的 ・ 攻撃的 ・ 独立的といった形容詞と結びついている。一方、共同性は他者のことを考え協調する傾向を示す概念で、
やさしい ・ 暖かい ・ 従順といった形容詞と結びついている。また土肥 ・ 廣川（2004）は、男性性の側面を肯定的作動性

（積極的に活動する、自分の意見は主張するなど）と否定的作動性（人に攻撃的な態度をとる、他人を自分のいいなりに
させるなど）に、女性性の側面を肯定的共同性（人と協力できる、思いやりをもって人と接しているなど）と否定的共
同性（他人のことを気にしすぎる、すぐに人に頼ることを考えてしまうなど）に分けて、それぞれの傾向を測定する共
同性－作動性尺度（CAS：Communion-Agency Scale）を開発している。
　このようなジェンダーステレオタイプが社会で広く共有されている背景のひとつに、メディアによる強化がある。例
えば、様々な子供向けプログラムにジェンダーステレオタイプが含まれることが指摘されている。Leaper, et al.（2002）
では、マンガのジャンル別にステレオタイプ化されたメッセージを分析しているが、どのジャンルにおいてもステレオ
タイプ化されており、中でも冒険モノに特に多いと結論づけている。日本でも、国広（2012）や諸橋（2009）において、
メディアとジェンダーの問題がまとめられている。
　このようなメディアにおけるジェンダー化されたスクリプトは、子どもの現実場面での対応にも影響する（Durkin & 
Nugent, 199８）。青年を対象にした調査においても、例えば Eggermont（2006）は、テレビ視聴が恋愛関係を重視する傾
向に結びつくことを指摘している。また、Serewicz & Gale（200８）は、個人が保有する社会的スクリプトや規範の理解
が、デートや性的駆け引きといった恋愛行動に影響することを明らかにしている。さらにテレビ番組を多く見ることが
伝統的な性役割観と結びつきやすいことや（Frueh & McGhee, 1975; Williams, 19８1）、子供のジェンダー意識の発達に
テレビが大きな影響力をもつことも考察されている（Leaper, 2000）。
　このようなジェンダーステレオタイプは、女性自身にも自覚できない部分で、影響を与えているとの指摘もある。例
えば Rudman & Heppen（2003）は、IAT を用いて、「恋愛相手＝プリンス」「恋愛相手＝普通の男性」の相対的連合強
度を測定した。その結果、恋愛相手をロマンチックなヒーロー像と結びつけるファンタジーを有している女性ほど、社
会における自分自身の地位や力を得ようとする願望が低いことが明らかとなった。この論文では、自動的に活性化した
り無意識の部分に存在しているジェンダーステレオタイプが、女性に対し、社会で男性と競うことを抑制することにつ
ながっていると結論づけている。
ディズニープリンセスに対する批判
　本研究が注目するディズニープリンセス映画においても、その中に含まれるジェンダーステレオタイプ化された描写
が批判の対象となってきた。例えば Lacroix（2004）は、プリンスの多くが白い肌で、細いウエスト、豊かな胸、細く長
い手足をしていることに、人種あるいはジェンダーに関連したステレオタイプがあるとしている。Towbin,  Haddock, 
Zimmerman, Lund, & Tanner（2003）は、ディズニー26作品を分析し、初期の作品と比べれば近年は低減してきている
ものの、依然として文化的にステレオタイプ化された描写が含まれているとしている。
　日本においても、ディズニー映画に対するジェンダー視点からの考察が行なわれている。例えば若桑（2003）は、ディ
ズニープリンセス映画の初期 3 作品（白雪姫、シンデレラ、眠れる森の美女）を取り上げ、これらのプリンセス ・ ストー
リーが女の子に偏った価値観を植え付けてしまうことを問題視している。若桑（2003）では、プリンセス ・ ストーリー
の主人公が非常に非主体的であり、「女の子は美しく従順であれば、地位と金のある男性に愛されて結婚し、幸福になれ
る」というメッセージが既存のジェンダー意識を再生産させる金の卵になってしまっていると述べている。
　その一方で、近年のディズニープリンセス映画は、初期の物語構造と比べるとジェンダー描写が変化してきていると
の論考もある。例えば、李 ・ 高橋（2011）は2007年までの ８ 作品（白雪姫、シンデレラ、眠れる森の美女、リトル ・ マー
メイド、美女と野獣、アラジン、ムーラン、魔法にかけられて）に対する考察を行なっている。ここでは、確かに初期
の 3 作品は受動的なプリンセスが描かれているが、「リトル ・ マーメイド」以降は、たくましさ、精神的なタフさ自活力
などが感じられ、初期の 3 作品とは著しく異なっていると指摘されている。また物語のエンディングに関しても、初期
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の 3 作品では結婚で物語が終わるが、次第に結婚というはっきりした形で終わらないものが増え、相手も必ずしも王子
ではなく魅力のある一般男性がプリンス（王子）の役割を担うある場合も現れている。さらに「美女と野獣」以降は、
恋愛描写にもプロセスが追加され、出会ってすぐ恋に落ちるというこれまでの作風が変化していると考察されている。
　また、照沼（2012）は、2011年に公開された「塔の上のラプンツェル」について、初期の 3 作品のような王子任せの
受動的な存在から、自由と自立を求めて自ら旅立つ女性へと変わってきていると指摘されている。さらに斉藤（2014）
は、ポカホンタスやムーランを、「王子いらず」の自立した少女キャラクターと表現している。
ディズニープリンセスの行動分析
　前述のディズニープリンセス分析の多くは、質的な分析に基づいているが、ジェンダー描写の時代的変化を量的に示
す試みも行われている。代表的なものに England, Descartes, & Collier-Meek（2011）がある。この研究では、2009年の

「プリンセスと魔法のキス」までのディズニープリンセス映画 9 作品を対象にして、プリンセスとプリンスのジェンター
化された行動 ・ 特徴の出現頻度を数えている。具体的には、ジェンダー化された特徴をあらかじめコード化し、各作品
のプリンスとプリンセスそれぞれについて、シーンごとに、ジェンダー化された各特徴が出現した回数を数えた。男性
的特徴とは、身体的強さ、自己主張、独立性、勇気、などであった。女性的特徴とは、身体的弱さ、感情表出、繊細さ、
養育、手助けなどであった。内容分析の結果、映画の中でプリンスは男性的な特徴を、プリンセスは女性的特徴を示す
割合が有意に高かった。さらに 9 作品を、初期（白雪姫 シンデレラ 眠れる森の美女）・ 中期（リトル ・ マーメイド　美
女と野獣　アラジン　ポカホンタス　ムーラン）・ 最近（プリンセスと魔法のキス）の 3 期にわけて時代による変化を検
討した。その結果、初期の 3 作品では、プリンセスは女性らしい行動のみをしているのに対し、最近の 3 作品では、男
性らしい行動と女性らしい行動の両方をし、最もアンドロジニー的であった。一方、プリンスには時代による有意な特
徴の変化はみられなかった。以上の分析結果から England, et al.（2011）は、物語におけるプリンセスの役割が、解決を
ただ眠って待っているような受身的なものから、プリンスを手助けする積極的なものへと変化していると結論づけてい
る。その一方で、理想的女性像として描かれるプリンセスは、「女性的」行動をとることで、結果として多くの報酬（富
や尊敬）を得ており、ディズニープリンセス映画は依然として伝統的性役割の強化を促進させていると論考している。
また初期のプリンスとプリンセスは会った瞬時に相手を好きになっているのに対し、近年の映画では両者は困難を共に
克服する中で関係を深めていく傾向があるが、異性愛の成就が中心的な結論である点には変化がないと結論づけている。
プリンスとの共行動による愛の形成が描かれる近年の傾向については、李 ・ 高橋（2011）や荻上（2014）でも論じられ
ている。
　England et al.（2011）による分析は、ディズニープリンセス映画のジェンダー描写傾向の変化を量的指標を用いて明
らかにした点で評価される。しかしながら、方法論的には課題も残されている。
　第 1 は、女性性 ・ 男性性のコード化の根拠があいまいであり、作業の過程に解釈が含まれた可能性が残る点である。
各シーンを見て、女性的特徴がみられるか男性的特徴がみられるかがコード化されているが、同じ行動でも文脈によっ
て判断が異なっていたことが推察される。解釈が入り込む余地を少なくするためには、人物が起こした具体的な行動の
回数や長さなど、客観的指標を用いることが有効と考えられる。
　第 2 は、プリンスとプリンセスの共行動の量的分析が十分行なわれていない点である。England et al.（2011）ではプ
リンスとプリンセスの行動が別々にカテゴリー化され頻度が数えられているため、二人の行動の関連性は明らかではな
い。困難を共に克服する中で関係を深めていく傾向があることを確認するためには、両者が共に行動する時間の長さを
実際に測定することが有効と考える。
　第 3 は、分析対象作品である。England et al.（2011）が分析対象としたプリンセスは2009年の「プリンセスと魔法の
キス」のティアナまでの 9 キャラクターであるが、その後、ラプンツェル（塔の上のラプンツェル）、メリダ（メリダと
おそろしの森）の 2 人がプリンセス ・ シリーズに加わった。2013年に公開された「アナと雪の女王」にも、プリンセス
が登場している。この映画に登場する 2 人のプリンセス（アナとエルサ）は、現在のところディズニーのプリンセスシ
リーズには含まれていない。しかし、「アナと雪の女王」は世界的なヒット作であり、日本でも2014年に公開されてから
より近年の日本歴代 3 位の興行収入を記録（興行通信社，2016）するなど、大きな影響力をもったと考える。ディズニー
プリンセスの変化を検討するためには、「アナと雪の女王」も含め、改めて分析することが必要と考える。
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「アナと雪の女王」におけるプリンセスの作動性
　「アナと雪の女王」は物語自体をみるとこれまでのディズニープリンセス物語の図式（プリンセスの愛や夢の実現、
ハッピーエンドなど）を踏襲している。登場する二人のプリンセスも、動物や異形のものとコミュニケーションできる
こと、外的 ・ 内的な美しさ、美しい歌声といった、それ以前のプリンセスと共通する特徴を保有している。
　しかし、この作品については従来型ディズニーのプリンセス ・ ストーリーとは異なっていたことから多くの注目を浴
びた。その 1 つは、主人公が最終的に獲得する愛が「プリンセスとプリンス」という異性愛ではなく、姉妹愛だった点
である。従来型のプリンセス ・ ストーリーは、プリンスとの恋愛を大きな柱として展開しているが、アナと雪の女王で
はプリンスとの恋愛は話題の中心ではない。斉藤（2014）は、この物語には「邪心ある王子と役に断たないトナカイ男
は登場するが、結婚ですべてを丸く収めるだけの力量を持ったヒーローは登場しない」（p17）と表現している。さらに
細かくみると、アナがハンス王子に一目惚れをして愛が一端成就した後に、彼が悪人であることが判明する展開は、古
典的プリンセス物語を裏切る形になっている。もう一方のプリンセスであるエルサは、そもそも恋愛を目的とした行動
をしていない。このプリンセス像は「プリンスとの結婚」を最終目的にしていた古典的なプリンセス像と一線を画して
いる。
　また斉藤（2014）は、この物語を「ひきこもりがちではあるが特殊な才能を秘めたヒロインを、社交性が高いもう一
人のヒロインが『社会化』しようとする話」（p20）のひとつと位置づけ、エルサが封じられた自己の能力の発現を試み
たものの、結局のところその力がアナの愛の力で「去勢」されてしまう物語だとしている。
　この斉藤の論考を、前述の作動性と共同性の理論に位置付けるなら、エルサが物語の中盤で歌う「let it go」は、自己
の作動性の発現 ・ 強化を自覚し賞賛するものといえる。そしてアナがエルサに求め、最終的にはエルサにとって本当に
幸せなものとして描かれたのは、国民のために愛される存在となること、すなわち「共同性」であったといえる。
本研究の目的
　上記のように、先行研究では、時代とともにディズニープリンセスの描き方がより主体的な姿へ変化したことが論考
されている。本研究では、数量的な指標を用いて、2014年の「アナと雪の女王」までを含めてジェンダー描写の変化を
確認することを目的とする。ここでジェンダー描写の変化の検討については、男性的ジェンダーステレオタイプの核と
される作動性に焦点を絞る。
　また、近年のプリンセスはプリンスと二人で困難を乗り越えることによって恋愛感情を育んでいると指摘されている

（England, et al., 2011；荻上，2014；李 ・ 高橋，2011など）。本研究では、この仮説について量的指標をもって確認する
ことを目的とし、プリンセスとプリンスとの共行動が時代と共に増加しているのか否かを検討する。
　上記の目的に沿い、本研究ではディズニープリンセスが登場する11作品と、「アナと雪の女王」の、計12作品を対象
に、以下の 4 つの指標を量的に測定する内容分析を行なった。前述のように、「アナと雪の女王」に登場する 2 人のプリ
ンセス（アナとエルサ）は、2015年時点でディズニープリンセスシリーズのキャラクターにはなっていないが、同映画
が日本で大きくヒットしたことを鑑みて分析対象に含めた。
１ ．プリンセスが話す時間
　作動性は、主体性や自己主張の表出に含まれるとされる。土肥 ・ 廣川（2004）では、男性性を示す作動性の中でも肯
定的作動性の側面として「主張すること」を位置づけている。本研究でも、もっとも日常的で身近な行為である、自分
の考えを他者に伝えるという「話す」行動に、主張性が示されるものと考えた。具体的には、主人公であるプリンセス
が、話しているシーンの時間を測定し、作動性を示す指標のひとつとして用いた。
２ ．プリンセスによる攻撃行動シーンの数
　作動性の高さを示す形容詞として、Williams & Best（19８2）は「攻撃的」をあげており、攻撃性は男性的特性のひと
つとして位置づけられる。土肥 ・ 廣川（2004）では、攻撃性は作動性の否定的な作動性の側面である。本研究では、プ
リンセスが他者を攻撃しているシーンの数を数え、作動性を示す指標のひとつとして用いた。
３ ．プリンスとプリンセスの共行動時間
　前述のように、初期プリンセスは一瞬で恋に落ちたり、王子に出会うことで自動的に結婚が決まっていたが。それが、
時代を経るに従って、プリンセスとプリンスが困難を二人で乗り越えることによって関係が形成されていく傾向にある
と分析されている。本研究では、実際に共に過ごす時間が増えているのか、プリンスとプリンセスの共行動時間を測定
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し、時代による量的な変化を明らかにすることを試みた。
４ ．プリンセス―プリンス間の援助行動シーン数
　初期のプリンセスに対しては、従順さ、受け身、他力本願さという、共同性の否定的側面が批判されている（若桑，
2000）。また荻上（2014）は、中期のプリンセスは「冒険し、自分で夢をつかもうとする」が「不幸な境遇を変えるチャ
ンスは異性が与えてくれる」と考えていたとしている。これに対し、近年のプリンセスは、守られるだけの存在ではな
く、積極的に道を切り開いているという指摘がなされている。荻上（2014）は、近年のプリンセスは「不幸な境遇を変
えるチャンスは、同性を含む他者からの対話から生まれる」と考え始めたと論考している。本研究では、プリンスとプ
リンセスの力関係を示す指標として、援助行動に注目した。プリンスからプリンセスへの援助行動、プリンセスからプ
リンスへの援助行動のシーン数を数えることで、両者の関係のあり方の変化を示せるものと考えた。

方　法
分析対象
　本研究の対象としたのは、表 1 に示す映画12作品とその中に登場する13人のプリンセスと、12人のプリンスである（表
1 ）。なおプリンス ・ プリンセスは、必ずしも王女 ・ 王子という身分でない場合も含まれている。また「アナと雪の女
王」に登場する悪役のハンスは、途中までプリンスとしての役割を果たしているため分析対象に一部含めた。

表 １　本研究の分析対象

分析方法
　まず、当該作品の DVD を視聴して、全作品について構成表を作成した。構成表では、作品をシーンごとに区切り、
登場人物、登場人物の行動、それぞれの行動の時間を記録し、各シーン何分何秒間誰が何をしたかがわかるようにした。
さらに、構成表をもとに、以下の指標を測定した。
⑴　プリンセスの話す時間
　作品中で、プリンセスが何秒間発言しているのか、合計の時間を計測した。
⑵　プリンセスによる攻撃行動シーン
　プリンセスが攻撃を行うシーン（例えば「塔の上のラプンツェル」で、塔に侵入したフリン ・ ライダーをラプンツェ
ルがフライパンで殴るなど）の数を数えた。
⑶　プリンセス―プリンセス間の援助行動シーン
　プリンセスから相手の男性に行った援助行動（例えば「リトル ・ マーメイド」のアリエルが嵐で海に投げ出されてし
まったエリック王子を助け出すなど）シーン数と、プリンスからプリンセスに行なった援助行動シーン数を数えた。
⑷　共行動時間
　プリンセスとプリンスが同じ画面の中に何秒間映っているのか、合計の時間を計測した。

結　果
プリンセスの話す時間
　プリンセスの話す時間が、本編の時間に占める割合を算出したところ図 1 に示すようになった。さらにこの割合が人
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物によって異なるかカイ二乗検定を行なったところ、有意差がみられた（χ2（12）＝1654.01　p<.001）。残差分析（ 1 ％
水準）を行なったところ、話す時間の割合が有意に小さかったのは白雪姫、オーロラ、アリエル、ベル、ジャスミン、
ムーラン、エルサである。逆に、割合が多かったのはラプンツェル、メリダ、アナである。
　話す時間の長短は、ひとつにはプリンセスの置かれた状況が関係している。例えば、「眠れる森の美女」のオーロラ姫
は、途中で呪いによって眠りについてしまうため、そもそも発言できるシーンが少ない。「リトル ・ マーメイド」のアリ
エルも、自分の声と引き換えに足を手に入れるため、話す割合が少なくなっている。また「アナと雪の女王」のエルサ
は、もうひとりのプリンスであるアナと比較して登場シーンが少ないことが関係している。
　England et al.（2011）は、一連のプリンセスを初期（白雪姫 シンデレラ 眠れる森の美女）・ 中期（リトル ・ マーメイ
ド　美女と野獣　アラジン　ポカホンタス　ムーラン）・ 最近（プリンセスと魔法のキス）の 3 期にわけている。本研究
が分析対象とした「塔の上のラプンツェル」「メリダとおそろしの森」「アナと雪の女王」を最後の時期に含めて考える
と、初期 ・ 中期はプリンセスが話している時間は短く、「話す」ことで自己主張するプリンセスの登場は最近の作品の特
徴と指摘できる。
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図 １　プリンセスの話す時間　（本編の時間に占める割合）

プリンセスによる攻撃行動シーン
　プリンセスが何かに攻撃するシーンを抽出したところ、表 2 に示すようになった。初期の 3 作品には攻撃行動は全く

表 ２　プリンセスによる攻撃行動シーン
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みられない。中期以降は、数は多くないものの少しずつ攻撃行動が描写されている。攻撃対象は全体として悪役男性に
向けられたものが中心である。これらの攻撃行動は、ラプンツェルが塔に侵入したフリン ・ ライダーをフライパンで殴
るように、また国や皇帝を守るためにムーランがシャン ・ ユーと戦うように、自分自身や誰かを守るために行うもので
あって、プリンセスが理由もなく何かを傷をつけるようなシーンはみられなかった。

共行動時間
　共行動の時間が、本編の時間に占める割合を算出し、その割合が作品によって異なるか検討した。なお、「アナと雪の
女王」については、プリンセス 2 人のうち登場回数の多いアナと、最後にプリンスとなるクリストフとの共行動のみを
分析対象とした。
　まず、各作品における共行動の割合は、図 2 に示すようになった。プリンスが登場しない「メリダとおそろしの森」
を除くと、最初の作品「白雪姫」が最も共行動は少ない。ここから時代を経るに従い、徐々にプリンセスとプリンスの
共行動が増えていることがわかる。
　この割合が作品によって異なるか、カイ二乗検定を行なった。その結果χ2（11）＝29８9.9８6　p<.001となり、有意差が
みられた。残差分析（ 1 ％水準）の結果、有意に共行動の割合が高かったのは、「美女と野獣」「ポカホンタス」「プリン
セスと魔法のキス」「塔の上のラプンツェル」「アナと雪の女王」であった。反対に、有意に低かったのは「白雪姫」「シ
ンデレラ」「眠れる森の美女」「リトル ・ マーメイド」「アラジン」「ムーラン」「メリダとおそろしの森」である。
　England et al.（2011）による 3 期の分類に対応させると、初期 ・ 中期と比べ、最近の作品は、プリンスが登場しない

「メリダとおそろしの森」を除き、プリンセスとプリンスの共行動が多くなり、共に行動することによって愛が育まれる
傾向が強く描かれるようになっている。これにより、プリンスとプリンセスの恋愛描写に対してプロセスが重要な位置
づけになってきたという既存研究（England et al. , 2011など）の論考が全体として確認されたものと考える。
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図 ２　プリンスとプリンセスの共行動時間　（本編の時間に占める割合）

プリンセス―プリンス間の援助行動シーン
　プリンセス―プリンセス間の援助行動シーンを抜き出したところ表 3 に示す結果となった。初期の 3 作品ではプリン
スからプリンセスに対する援助のシーンのみみられた。しかしリトル ・ マーメイド以降の作品からは、徐々にプリンセ
スからプリンスに対して援助行動がみられるようになった。また、「美女と野獣」「ポカホンタス」「ムーラン」において
は、プリンセスからの援助行動シーンの数がプリンスからの援助行動の数を上回る作品となった。「アナと雪の女王」の
アナについては、ハンス王子とクリストフの二人の男性が登場するため、それぞれを分けて、アナとの援助行動を抽出
した。表 3 に示されたように、ハンス王子からアナへの援助行動はみられたが、アナからの援助行動はみられなかった。
一方でクリストフといる場合では、クリストフからアナへの援助行動だけでなく、アナからクリストフへの援助行動も
みられた。アナにおいては、ハンスというプリンスには守られ、クリストフという一般男性であるプリンスには守る―
守られる両方の関係が成立している。
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表 ３　プリンセス―プリンセス間の援助行動
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考　察
　本研究では、プリンセスが登場するディズニーの12作品を対象にして、プリンセスの描き方の時代的変化を、作動性
に焦点をあてて検討した。作動性の指標として用いたのは、プリンセスの話す時間、攻撃的行動の数である。初期の作
品と中期の作品ではプリンセスが話している時間は短く、2000年代以降に「話す」ことで自己主張するプリンセスが登
場していることが確認された。プリンセスの攻撃行動は、「リトル ・ マーメイド」以降の作品からは少しずつ描写が登場
しているものの数は少なく、行動についても自分自身や誰かを守るためのものに限定されている。
　また本研究では、プリンセスとプリンスの共行動時間を測定し、近年のプリンセスはプリンスと一緒に行動する中で
愛を育む傾向があるとの従前の論考を確認することを試みた。分析の結果、初期 ・ 中期と比べ、2000年代以降の作品は、
男女の共行動が以前の作品に比べて多くなり、共に行動することによって愛が育まれる傾向が強く描かれるようになっ
ていることが確認された。
　さらに本研究では、プリンセスとプリンスの力関係を示す指標として、両者間で行われた援助行動にも注目した。初
期の 3 作品ではプリンスからプリンセスに対する援助のシーンのみが描かれていたが、「リトル ・ マーメイド」以降の作
品からは、徐々にプリンセスからプリンスに対して援助行動がみられるようになり、プリンセスからの援助行動がプリ
ンスからの援助行動を上回る作品（美女と野獣、ポカホンタス、ムーラン）もあった。特に興味深いのは、「アナと雪の
女王」のアナである。アナは一目惚れをしたハンス王子との関係においては、一方的に援助をうけるのみである。しか
しクリストフに対しては援助される ・ するという双方向的な関係を構築している。プリンセスとプリンスにおいて、守
る―守られるという相互関係が描かれている点が近年の作品の特徴と言えるだろう。
　以上のように、全体としてみると、ディズニープリンセス映画で描かれるプリンセスの作動性は時代ととともに高まっ
てきているといえる。これは、プリンセスがアンドロジニー的になってきたとする既存研究の指摘に一致している。た
だし、このことが、ジェンダーステレオタイプからの解放を必ずしも意味しているわけではない。例えば冒頭で述べた
ように、「アナと雪の女王」に登場するエルサは作動性を、アナは共同性を、それぞれ体現した存在であるが、物語の結
末では、作動性を獲得するだけではプリンセスは幸せではなく、共同性を備えることが一番重要なことだというメッセー
ジがほのめかされている。共同性の獲得を女性の達成に最も重要なこととして位置づけるこの結末は、ジェンダーステ
レオタイプをむしろ強調するものとなっている。ディズニープリンセス映画におけるジェンダー描写は、古典的なもの
から変化しているものの、「フェミニズム的な配慮がある」（斉藤，2014）とされる「アナと雪の女王」においても根本
的な部分では女性性からの逸脱には保守的な姿勢を崩していない。
　ディズニー映画は、他の映画作品と比較すると保守的な傾向をもつが、その一方で「かなり自らの作風に自覚的」（斉
藤，2014）でもある。プリンセス物語の時代的変化を考察することの意義は、保守的なディズニー映画における決めら
れたフォーマットの中で女性がどのように描かれるのかを、時代の変化を映す鏡として分析することにあると考える。
　最後に、本研究の問題点と課題について述べる。本研究では内容分析の過程に主観的な解釈が入りにくいよう、話す
時間 ・ 攻撃行動シーン数 ・ 援助行動シーン数 ・ 共行動の時間を指標として取り上げた。ただし、攻撃行動や援助行動の
抽出にも解釈が入り込む余地があったこと、本研究においてシーン抽出は第 2 著者が一人でおこなっていたという問題
が残る。信頼性を高めるためには、複数者が評定をし、一致率を算出することも必要だったと考える。また、攻撃行動
や援助行動については大まかなシーン数の比較のみにとどまっていることも問題である。作動性描写の変化を追う際に
は、攻撃行動の分類や時間測定等を行うことでより細かな検討が可能になると考える。また、ディズニープリンセスの
ジェンダー偏向の問題は、映画そのものだけでなく、その商品化 ・ 販売促進の過程で、ステレオタイプ化された「女の
子らしさ」が規範として強調されることにもある（Orenstein, 2011）。この意味では今後、映画だけでなく、HP の記述
内容や商品そのものを対象にした分析も必要と考える。
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註
1 ）本研究は、第 2 著者の卒業論文（2014年度 立正大学心理学部）のデータの一部を用い、再分析 ・ 再構成したもので

ある。
2 ）東京ディズニーリゾートのオフィシャル HP では、2016年 1 月現在「ディズニープリンセス～ようこそ、リトルプ

リンセス～」のページ（http://www.tokyodisneyresort.jp/special/princess/）があり、プリンセス物語の紹介、プリ
ンセスになるための心得、ヘアアレンジ方法の紹介、投稿写真コーナーなどが設定されている。ただし、物語として
詳しく紹介されているプリンセスは、シンデレラ、オーロラ姫、白雪姫、ベル、ラブンツェルの 5 キャラクターであ
る。また、日本のディズニーストア（http://store.disney.co.jp/）のキャラクター一覧では、「ディズニープリンセス」
として紹介されているのは、ラプンツェル、アリエル、シンデレラ、ベル、オーロラ姫、白雪姫、ジャスミン、計 7
キャラクターのみである。日本では、ポカホンタス、ムーラン、ティアナ、メリダは、ディズニープリンセスとして
認知されていない様子がうかがえる。


